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あらまし   多くの人々は、世の中の動きを把握するためにニュースを閲覧する。ニュースを閲覧するために、

従来から存在する新聞やテレビのニュース番組に加え、近年では Web 上のニュースサイトが利用されるようになっ

た。Web 上のニュースサイトを用いたニュース閲覧は、隙間時間に実施できるため、便利であり、利用者が増加し

ている。そして、最近では報道機関が Web サイト上でニュース動画を公開するようになった。動画ニュースは映像

としてニュースをチェックできるため、ニュースの概要やイメージが理解しやすい。しかし、現状の公開方法では、

新規ニュース動画へのリンクが、一覧ページに追加されていく形式が一般的であり、ユーザが視聴可能な多数のニ

ュース動画のタイトルや概要文などから、ユーザ自身が手動で選別する必要がある。これは、ユーザに対する負担

が大きい。そこで、本研究では、ニュース動画の情報とニュースサイトの記事情報を組み合わせ、忘却曲線モデル

を参考にした評価手法でニュースの重要度を推定し、長さもタイミングも不明確な隙間時間視聴に適した形にして、

動画ニュース番組をユーザに提示する手法を提案する。 

キーワード  隙間時間，ニュース，動画，番組構成、ランキング 

 

Composition of Video News Program Applicable to Interruption of Watching 

on a Time-Hole 

Junichi MATSUFUJI†   Naomi FUJIMURA‡  and  Taketoshi USHIAMA‡ 

†School of Design, Kyushu University 4-9-1 Shiobaru, Minami-ku, Fukuoka-shi, Fukuoka, 815-8504 Japan 

‡Faculty of Design, Kyushu University 4-9-1 Shiobaru, Minami-ku, Fukuoka-shi, Fukuoka, 815-8504 Japan 

E-mail: †j.tech.matsufuji@gmail.com ‡{ushiama,fujimura}@design.kyushu-u.ac.jp 

 

 

 

1. はじめに  

多くの人々は、世の中の動きを把握するためにニュ

ースを閲覧する。ニュースを閲覧する媒体としては、

歴史が古い新聞から、ラジオ、テレビ等、様々である。

近年、一般的になってきた媒体として Web 上のニュー

スサイトがある。時代が進むにつれて、事件が発生し

てからニュースが閲覧者に届くまでの時間が短縮され

ている。また、携帯電話などのモバイル機器を用いて

ニュースサイトに接続すれば、好きな場所で好きな時

間、ニュースが閲覧できる。これは、利便性が高く利

用者が増加している。また、最近では、テレビ局をは

じめとする報道機関がニュース動画を Web 上で公開す

るようになった。動画ニュースは場所や人物などの状

況を視覚的に確認することができるため、ニュースの

概要やイメージが理解しやすく、世の中の動きを把握

するために適している。 

報道機関の Web サイトにアクセスすれば、カテゴリ

に分類された多数のニュース動画が存在し、いつでも

希望のニュース動画が視聴可能であるため、隙間時間

における視聴に適している。しかし、現状の Web サイ

トにおける公開方法では、新規ニュース動画へのリン

クが、ニュース一覧ページに追加されていく形式で行

われることが多い。そのため、ユーザは、視聴可能な

多数のニュース動画のタイトルや概要文から内容を推

定し、ユーザ自身が手動で閲覧する動画を選別する必

要がある。これは、ユーザに対する負担が大きい。更

に、隙間時間視聴においては、短時間で効率的に重要

なニュースを視聴することが求められる。長さが不明

確な隙間時間における視聴においては、予想以上に隙

間時間が短かった際に、視聴を打ち切ることが予想さ



 

 

れる。そして、隙間時間が発生するタイミングも不明

確なので、ニュース番組の視聴間隔も不規則である。 

 

図１ 隙間時間時のニュース番組視聴の特徴 

  

上記の問題点を踏まえ、本研究では、ニュース動画

がアップロードされた時間だけでなく、ニュースの話

題性や関連性を考慮した重要度をもとに、並び替えを

行うことで、隙間時間視聴時の打ち切りを考慮した動

画ニュース番組の構成手法を提案する。 

2. 関連研究  

近藤ら [1]は、隙間時間を感じやすい状況と、一日に

おける隙間時間のユーザの割合を調査した。半数近い

ユーザが１日１時間以上の隙間時間を感じており、そ

れが外出中での状況で発生するため、モバイル端末に

おける隙間時間の有効活用は重要な問題だと述べた。

本研究では、モバイル環境における隙間時間視聴を想

定した番組構成を行う。  

菊池ら [2]は、時系列テキスト集合から話題推移を抽

出するために、電子番組ガイド (EPG)を用いた手法を

提案している。また、話題を抽出する際に、TF-IDFを

用いて文書の重み付けを行い、文書間の余弦尺度で類

似度を計算し、クラスタリングを行った。本研究では

電子番組ガイド (EPG)ではなく、ニュース動画と同一

トピックのニュース記事を用いて、話題クラスタを構

成する点で異なる。  

馬ら[3]は、配信記事のコンテンツと配信時間、配

信履歴に基づいて、配信情報の特徴量を定義した。新

鮮度、流行度、緊急度を量ることにより、配信記事の

特徴を抽出する試みを行った。本研究では、話題性、

持続性、緊急性の尺度を用いて重要度を算出する点で

異なる。 

森ら [4]は、ニュース記事における時間変化する話

題の抽出の際に、エビングハウスの忘却曲線を用いた。

これにより、時間が経つほどにニュースの類似度が下

がっていくようにした。本研究では、ニュース動画の

重要度を評価するために忘却曲線を用いる点で異なる。 

大槻ら [5]は、非視聴履歴を用いて非嗜好クラスタ

を生成する手法で、忘却関数を用いて重み付けを行っ

た。これにより古い履歴の影響を抑えた。本研究では、

忘却関数を、ニュース動画の重要度を反映させるため

に用いる点で異なる。 

3. 構成手法の概要  

本手法では、Web上で配信されているニュース動画

とニュースサイトの記事情報を組み合わせることによ

り、ニュース動画の内容を解析し、重要度を推定する。

解析された内容と重要度を元に、ユーザに提示する動

画を選定し、動画のクラスタリングを利用してニュー

ス番組を構成する。本手法では、世の中の動きを全体

的に把握できるようなニュース番組を、隙間時間視聴

に適した形で提示することを目標にする。  

 本研究において動画ニュース番組を構成する手

法は以下の手順で行われる。  

 

図２ システムの全体概要図 

 

①  Web 上のニュースサイトである asahi.com[6]で

提供されている RSS を用いて、ニュース記事と

配信時間を取得する。また、動画サイト、テレ

ビ朝日 [7]よりニュース動画のタイトルと配信

時間も取得する。  

②  ニュース記事に対して、MeCab[8]を用いて形態

素解析を適用することで名詞を抽出し、ニュー

ス記事の特徴量とする。ニュース動画において

も、ニュース動画のタイトルに関して同様の処

理を行い特徴量を求める。  

③  ニュース動画の特徴量と、ニュース記事の特徴

量を TF-IDF で重みをつけ、ベクトル空間法を

用いて類似度を算出する。同一トピックのニュ

ース動画とニュース記事を対応付ける。  

④  ニュース動画と対応付けられたニュース記事と、

他のニュース記事の類似度を算出する。複数の

ニュース動画と結びつけられたニュース記事と

類似した共通のニュース記事を保有しているも

のを抽出し、話題クラスタを構成する。  

⑤  ニュース動画と対応づけられたニュース記事の

特徴量を忘却曲線モデルに基づく計算式に当て

はめることにより重要度を算出する。  

⑥  重要度が高い順に、ニュース動画を並べること

によりニュース番組を提示する。  



 

 

4. ニュース番組の構成モデル  

テレビで放送されているニュース番組の一般的な

構成では、放送開始直後に世間の関心が高い重要トピ

ックを扱った主要ニュースが放送される。続いて、主

要ニュースに関連したニュースがぶら下がる形で配置

される。この手法は、主要ニュースに続いて関連ニュ

ースが置かれるために、ニュースを様々な角度から見

ることが出来る。そのため、ニュースに対する理解が

しやすいという利点がある。なお、この際に取り扱う

関連ニュースの数は、主要ニュースの重要度が高いほ

ど多いという傾向がある。そしてニュース番組は、開

始直後ほど重要なトピックが置かれ、後半へ行くほど

世間の関心が低いトピックが置かれる。そのために、

重要なニュースから視聴することになるので、途中で

視聴を打ち切った場合でも、重要なニュースを取りこ

ぼすことが少ない。 

本研究では、図２で示されるように、このモデルを

基本とし、同一話題を扱う主要ニュースと関連ニュー

スという話題クラスタ単位で番組を構成する。 

  

図３ ニュース番組の構成モデル 

 

5.ニュース動画の対応付け  

 ニュース番組を構成するために、ニュース動画にお

ける重要度を求め、話題クラスタを構成する必要があ

る。しかし、ニュース動画の情報だけでは、それらを

評価するための十分な情報が得られない。そこで、ニ

ュース動画と同一トピックのニュース記事とで対応付

けを行い、評価に用いる。  

 ニュースサイトから RSS を利用して取得した、ニュ

ース動画のタイトルとニュース記事を形態素解析し、

名詞を抽出する。抽出した名詞はそれぞれ、ニュース

動画タイトルデータベースと、ニュース記事データベ

ースに蓄積する。データベースに蓄えられた単語を、

TF-IDF を用いて重み付けを行う。重み付けられた単語

に対して、ベクトル空間モデルを用いてコサイン相関

値を求める。このようにして、ニュース動画とニュー

ス記事間の類似度を求める。求められた類似度が閾値

以上であれば、同一トピックを扱うニュース動画とニ

ュース記事として、対応付けを行う。  

 

図４ ニュース動画とニュース記事の対応付け 

 

 話題クラスタの構成と、ニュース動画の重要度を求

める際には、ニュース動画と対応付けられたニュース

記事を用いて行う。 

 

6.話題クラスタ  

 話題クラスタとは、共通の話題を持つニュースのト

ピック群のことである。ここいうトピックとは、各ニ

ュースの主題のことである。例えば、図5で示すように、

「新法案強行採決」という話題クラスタの場合、含ま

れるトピックは「強行採決の様子」や「野党の反応」、

「内閣支持率」などが考えられる。トピックはニュー

スの主題のため、「強行採決の様子」を報道するニュー

ス動画の場合もあれば、ニュース記事の場合もある。

また、トピック「内閣支持率」のように、ニュース記

事が無く、ニュース動画のみの場合もある。  

 話題クラスタ内のトピックは、主要ニュースと関連

ニュースに分けられる。主要ニュースとは、その話題

クラスタ内で一番重要度が高いトピックを示す。関連

ニュースとは、主要ニュースに関連した話題を持ち、  

 

図５ 話題クラスタの概要 



 

 

 

その話題クラスタ内で主要ニュースに付随したトピッ

クのニュースである。先ほどの例を用いると、「強行採

決の様子」が主要ニュースで、「野党の反応」、「内閣支

持率」が関連ニュースになると考えられる。このよう

にニュース動画を話題クラスタ単位で提示することに

より、同一話題を一連の流れで視聴することが出来る

ので、ニュースの理解を促進することが出来る。  

 ニュースの話題クラスタを構成するためには、ニュ

ース動画間に共通した話題を抽出する必要がある。本

研究では、話題クラスタを構成するために、ニュース

動画と同一トピックで対応付けられたニュース記事を

用いる。 

まず、ニュース記事データベースに蓄えられている

単語を、TF-IDFによって重みづけを行い、ベクトル空

間モデルを用いて、類似度を求めることで、ニュース

動画と対応付けられたニュース記事同士の類似度を求

める。求められた類似度が閾値以上ならば同一の話題

として扱う。

 

図６話題クラスタの構成法１  

 

 また、ニュース動画の対応付けの際に、複数のニュ

ース動画が、同一のニュース記事に対応付けら得る場

合がある。この場合も同一の話題として扱う。 

 

図７ 話題クラスタの構成法２ 

 

7. ニュース動画における重要度  

ニュースは、一般的に、時間が経過するにつれ重要度

が低下する。したがって、重要度を求める際には、時

間経過も考慮しなくてはならない。そこで、番組構成

時に、時間経過を考慮した重要度の評価を行う。本研

究では、ニュース動画の重要度を評価する際に、図８

に示すような、エビングハウスの忘却曲線を参考にし

た。忘却曲線とは、心理学者のエビングハウスによっ

て導かれた記憶の忘却を表す曲線であるり、反復学習

により記憶は定着することをモデル化している。  

 

図８  エビングハウスの忘却曲線  

 

本研究において、図 9 に示す式を用いてニュース番

組の重要度 S を評価する。ここで、重要度を決定する

パラメータとして、話題性 F、持続性λ、緊急性 E を

用いる。  

 

図９  ニュース動画の重要度 S を求める式  

 

なお、式の中では、ニュース動画が配信された時刻

を Tn とし、現在時刻を Ti とし、減衰期間を T として

いる。  

話題クラスタの重要度 W は、話題クラスタに含まれ



 

 

るニュース動画の重要度 S を合計することで求める。

式を図 10 に示す。  

 

図 10 話題クラスタの重要度 W を求める式  

 

重要度 S の時間経過と持続性の増加によるグラフの

概形を以下の図 11 に示す。  

 

図 11 重要度 S のグラフ  

 

7.1 話題性  

 ニュースにおける話題性とは、世間の関心の高さを

表す。本研究では、世間の関心の高さを推定するため

に、マスコミにおける取り扱いの大きさを用いる。具

体的には、ニュース動画と結びつけられた同一トピッ

クのニュース記事の文字数を計測し、ニュース記事の

文字数が多いトピックのニュース動画を話題性が高い

ニュース動画とする。これは、新聞において、重要な

ニュースほど紙面上において、使われる面積が広いと

いう性質を利用している。  

 話題性 F における忘却曲線モデルの利用は、算出し

たニュース記事の文字数を忘却曲線の開始地点に当

てはめる。話題性 F の高さが重要度 S に与える影響の

慨形を図 12 に表わす。  

 

図 12 話題性 F のグラフ慨形  

 

7.2 持続性  

 ニュースにおける持続性とは、トピックが現在進

行形で進行している状態を表す。本研究では、持続性

を同一トピックにおけるニュース動画情報が更新され

る頻度に基づいて推定する。  

  紙面上の新聞と異なり、Web 上のニュースサイト

では記事の差し替えがいつでも可能である。そのため、

ニュースサイトではあるトピックに対して、新たな事

実の発覚や、詳細記事の追記などにより、同一タイト

ル、URL、アップロード時間にも関わらず、記事の内

容が変更されている場合がある。この変更の回数が多

いということは、現在進行形でトピックが進行してお

り、なおかつ一刻も早く更新情報を伝えなければない

トピックだということを表している。  

 本研究では、ニュース動画における、動画の差し替

えや、概要の追記による更新回数取得し、持続性の評

価に用いる。この更新回数を忘却曲線モデルの減衰パ

ラメータに当てはめることにより、減衰関数の傾きを

決定する。ニュース動画の更新回数に比例して、傾き

を緩やかにすることにより、持続性が高いニュースは

時間経過による重要度の減衰を軽減する。そのため、

構成時に優先されやすくなる。それに加え、ニュース

の視聴打ち切り時に未視聴の重要なニュースが存在し

ていても、次回視聴時に上位にあがってきやすくなる

ため、視聴漏れを防ぎやすくなる。これにより、世の

中の動きをつかむために重要なニュースを視聴できる。 

 持続性λは、忘却定数 d（0<d<1）に対して更新回数

r 乗することで求める。計算式を以下の図 13 に示す。 

 

図 13 持続性λを求める式  

 

7.3 緊急性  

 緊急性のあるニュースとは、発生してから短時間

のうちに見る必要性が高いニュースである。例えば、

台風情報や、地震速報、速報ニュースである。これら

の情報が含まれるニュース動画は、優先して番組に構

成されるように、重要度 S に重みを付ける。  

任意の緊急期間 Te に対して緊急ポイント Ep を付与

することで行う。緊急期間 Te 内における緊急ポイント

Ep が付与された重要度のグラフを図 14 に示す。  

 

図 14 緊急ポイントと重要度の関係  

 

なお、有名人物の逮捕や、大きな事件事故など、社

会的に大きなトピックは、話題性と持続性からも重要



 

 

度が測れるために、ここでは扱わない。   

8. ニュース番組の構成手順  

  以下にニュース番組の構成手順を示す。  

   

①  まず、ニュース番組に対して話題クラスタを構

成する。話題クラスタを構成する概念図を図 15

に示す。  

 

図 15 ニュース番組の構成手順１  

 

②  ニュース動画の重要度を求め、話題クラスタの

重要度を求める。この例を、図 16 に示す。  

 

図 16 ニュース番組の構成手順２  

 

③  話題クラスタの重要度、ニュース動画の重要度

が高いものから順にニュース動画を並び変える。

その際に話題クラスタ内のニュース動画も、重

要度順に並び変える。この例を図 17 に示す。  

 

   図 17 ニュース番組の構成手順３  

 

 

9. 実験  

  提案手法を用いてニュース番組の構成表を生成し

た。ユーザアンケートにより、隙間時間視聴に対して

効果的なニュース番組が構成されたかを評価した。  

 プロトタイプの環境は以下の通りである。プログラ

ム言語は Perl、データベースは MySQL、形態素解析プ

ログラムは MeCab を用いた。システムの構成図を図

18 に示す。  

 また、実験のためのニュースソースとして、ニュー

ス動画を ANN ニュースより取得、ニュース記事情報

を asahi.com より取得した。  

 2010 年 12 月 13 日 ( 月 )00:00:00 ～ 12 月 16 日

(木 )23:59:59 に配信されたニュース動画とニュース記

事を対象とした。14 日 (火 )から 16 日 (木 )までの３日間、

ユーザが任意の時刻と視聴動画数を設定することとし、

個々のユーザにニュースの視聴時刻と視聴時間を聞き

取り、それに合わせて構成表を生成し、生成された構

成表に対する評価をアンケートにより調査した。  

 実験の対象は、ニュース動画 71 件であり、被験者数

は 12 名であった。被験者１人あたりの平均構成動画数

は 39.36 回であり、平均構成回数は 8.27 回であった。 

 アンケート項目は、「上位のニュースほど重要か」、

「話題クラスタ単位での構成は良いか」、「未視聴の過

去のニュース番組が入ってくることは良いか」、「隙間

時間視聴に適しているか」に対して、「大変思う」、「思

う」、「どうちらでもない」、「思わない」、「全く思わな

い」の５段階評価を行った。13 日 (月 )に配信された１

日ニュース動画に対するニュース番組の構成表の例を、

図 19 に示す。  

 

 

 

 



 

 

  

 

 

 

図 19 2010 年 12 月 13 日 (月 )の構成結果  

 

 

 

9.1 考察。  

構成実験の結果、ユーザアンケートは図 20 のよう

になった。ユーザからは重要なニュースは上位に来て

いるという評価を得た。また、構成された話題クラス

タも理解が促進されやすいという評価を得た。  

しかし、以下のようなことが原因で評価が低くなる

場合があった。まず、１回あたりのニュース動画数が

少ない場合、番組構成時に同一話題のニュース動画ば

かりになり、内容が偏ってしまう場合である。  

ユーザの嗜好による影響も見受けられた。例えば、

好みのニュースが上位ではない、そもそもニュースに

興味が無いといった場合、低い評価となった。  

今回、提案手法を用いて、実際に動画ニュース番組

を構成してみると、ニュース動画の内容は、筆者の予

想に近い結果が表れた。しかし、個人の思想や嗜好に

よって大きく左右されるニュースを扱うため、評価を

行うことが困難であった。今後は、定量的に評価を行

えるように、適切な評価方法の模索を行う。  

図 18 プロトタイプシステム全体図  



 

 

 

 

10. まとめ  

本論文では、隙間時間視聴における打ち切りを考

慮した動画ニュース番組の自動構成手法を提案した。  

ニュース動画の重要度を求めるために、ニュース記

事の文字数を利用した。予備実験で、ニュースの文字

数のみで重要度を算出したところ、重要なニュースほ

ど上位にあがる傾向があった。しかし、ニュースは時

間経過に従った重要度の減衰を考慮しなければならな

いため、忘却のモデルを利用した。忘却のモデルを利

用すると、時間経過に対するニュースの価値の低下を

表現できる。その上、何度も更新されるニュースであ

れば、減衰具合を減らすことが出来るので、ニュース

の重要度を評価するために適している。  

話題クラスタ単位で、ニュース動画を提示する手法

は、同じ話題の動画を連続してみることで、話題を様々

な角度から見ることができる。そのため、ニュースの

理解を促進すると考えられる。  

話題クラスタを構成するために、予備実験で複数の

方法による類似度の算出を行った。タイトルのみで比

較、タイトルと記事で比較、記事どうしの比較である。

結果、情報量が一番多い、ニュース記事同士の比較が

最も精度が高かった。しかし、計算量が多いため、計

算コストの削減が今後の課題である。  

また、ユーザ評価に関しては、ニュース番組構成表

で評価を行った。今後は、ニュース動画をモバイル機

器で視聴できるようにして評価を行い、定量的に評価

を行う評価手法を用いて評価する必要がある。  

また、本研究では、ニュース動画を ANN ニュース

より、ニュース記事を asahi.com より取得することで、

話題クラスタを構築し、重要度の算出を行った。実験  

 

 

の際、対象となるデータがば多いほど精度が高くなる

傾向があった。複数のニュース動画サイトとニュース

サイトを用いることで、より精度が高く、効果的にニ

ュース動画を視聴できることが期待できる。  
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